
 

 

 

 

 

 

 

 

  不完全極点図の平滑化評価（ＴＤ回転なし） 

 

 

 

  ＴＤ軸回転有り無し比較 

   

   ＴＤ軸回転し７５－＞９０を中心極点図に上書きすると 

極点図中心付近の広がりが大きくなる。 

    

 

 

 

    ２０１７年０３月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＸＲＤによる極点図測定は反射法極点図測定が主流で測定範囲は極点図の中心から 75度である。 

   このような極点図からＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（結晶方位の定量）を計算する場合、 

   粒径の影響を避けるため、極点図の平滑化を行うことがあります。 

   平滑化には、単純移動平均法、Ｓａｖｉｔｚｋｙ－Ｇｏｌａｙ法、ＣＴＲのＡＤＣ向け平均法が 

   あるが、不完全極点図の場合、ＣＴＲのＡＤＣ法が最適と考えられます。 

   理由は、終端データに対する必要とする周辺データの数である。 

   例えば、Ｓａｖｉｔｚｋｙ－Ｇｏｌａｙ法の最小平離散点は５で測定されていない２点を必要とします。 

   「科学計測のための波形データ処理」南茂夫編集を参考にすると 

  

   この測定されていないデータを通常最終端データで代用します。 

   平滑化点数を増やすと、２，３，４，５と増えます。 

 

   しかし、ＣＴＲのＡＤＣ法ではどのようなパラメータでも、測定されていないα方向の点数は常に１で計

算されています。  

   このような理由で、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算する場合、ＣＴＲのＡＤＣ法が最適と 

   考えられます。 

 このＡＤＣ向け平均化法は 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ 

  ＬａｂｏＴｅｘＴＰＦｔｏＰＦｔｏＯＤＦ３ 

 ソフトウエアに使われています。 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエアによる平均化の違い 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ 

 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２には２つの平均化手法があるが、 

  両方を選択することは出来ません。 

   

  LaboTextoPFtoODF3ソフトウエアは完全極点図を扱う。 

 

 



評価に使用するデータ 

 ＬａｂｏＴｅｘでｇｏｓｓ、ｃｕｂｅ，ｂｒａｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ方位の半価幅１０ｄｅｇ 

    ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ２５％を作成し、完全極点図をＥｘｐｏｒｔした極点図 

 

 

不完全極点図 

 

 

 

評価 

    完全極点図を再度ＬａｂｏＴｅｘでＶｏｌｕｍｅＦｒｃｔｉｏｎ（ＶＦ）計算 

 完全極点図をＡＤＣ平滑化１ｃｙｃｌｅ－Ｗｅｉｇｈｔ６（ＡＤＣ１－６）で平滑化し、ＶＦ計算 

 不完全極点図のＶＦ計算 

 不完全極点図をＡＤＣ１－６平滑化し、ＶＦ計算 

 ＬａｂｏＴｅｘＴＰＦｔｏＰＦｔｏＯＤＦ３によるＡＤＣ１－６平滑化によるＶＦ計算 

 

 

 

 

 

 

 



 完全極点図を再度ＬａｂｏＴｅｘでＶｏｌｕｍｅＦｒｃｔｉｏｎ（ＶＦ）計算 

 

 

 

Goss=25.9%,  cube=24.0%,  brass=24.0%,  copper=25.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 



完全極点図をＡＤＣ平滑化１ｃｙｃｌｅ－Ｗｅｉｇｈｔ６（ＡＤＣ１－６）で平滑化し、ＶＦ計算 

 

  

 ｛２００｝、｛２２０｝のα＝１０ｄｅｇは、入力極点図の密度がほとんどゼロのため、 

 平滑化により半価幅が広がり、Ｒｐ％が低下しています。 

  

Goss=24.7%,  cube=22.8%,  brass=26.4%,  copper=26.0% 

 

  

 

 

平滑化前より、半価幅が広がるが、ＶＦ値は求められています 

 



不完全極点図のＶＦ計算 

 

  

 

  

Goss=24.1%,  cube=25.1%,  brass=24.1%,  copper=26.1% 

 

  

 

 

 

 

 



不完全極点図をＡＤＣ１－６平滑化し、ＶＦ計算 

 

 

 

 

Goss=25.3%,  cube=25.1%,  brass=24.3%,  copper=25.2% 

 

 

 

 

 

 

 



 ＬａｂｏＴｅｘＴＰＦｔｏＰＦｔｏＯＤＦ３ 

 

 

 

  

ODFPoleFigure2 で平滑化した値と同じになります。 


